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筑波大学女子ハンドボーん部オランダ遠征

汚村レイ子，山田永子

1. はじめに

今屈のオランダ遠征は，筑波大学女子ハンド

ボール部 35周年記念事業の一環として企画さ

れた海外遠征が，今年ようやく実現したもので

ある。本計画;之オランダでイ子われる fHandball

WeekJに参加しチームカと億人スキルを向

上させることが主な呂的である G

ハンドボールを学ぶ本学学生に，ハンドポー

ルの本場であるヨーロッパで海外の選手たちと

の交流を通して，国際牲とコミュニケーション

能力を高めるためにも有意義な企画4 で‘あると患

われる 3

今回参加した fHandballWeekJが関穫さ

れたのはまオランダの首都アムステルダムか

らおよそ 90km離れた地方都市Raalteで¥入

U 3)58千人の静かな軒である o 2011年 12月

26日から 30日までの 5日i習を快適に過ごすこ

とが出来た。このイベントの主催者は Carmel

handball schoolで参加したチームはオランダ

代表 U-18. ドイツ代表 U-18と地元ラールテの

クラブチームと筑波大学である。筑波大学から

ラー jレテ

は，女子ハンドボール部員 16名と大学院生や

10名，合わせてお名の参加であった。

大会の内容l:t.参加チームとの公式試合や合同

元日本代表女子チーム監容であったオラ

ンダ人のベルト・パウアー氏をはじめオランダ

代表チームや Carmelhandball school 

による講習会等であった。また，地域の子供た

ちを対象としたハンドポール数輩の指導も

た。

2. Handball Weekについて

Handball Weekのパンフレットに掲載された

ーム紹介の日

る。 (υ11本語;訳沢は宇争村社t士1:会学額のiド"'刊i

;額鋲いした)

f筑波大学

筑波大学のハンドボールチームは， 日本のハ

ンドボール界においてトップチームの一つであ

り，我らのリーグの他のチームと比べても決し

て見劣りすることなどないだろう。昨年の I丹

ハンドボールウィーク
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にはもうすでに，この遥か遠い， 日出ずる留の

チームから「ハンドボー jレ大会に参加できない

だろうかけといった話が来ていた。それはと

ても驚くべきことであった。なぜなら地球の反

対側にある国へほんの数試合，また少しの練習

のために来ることは普通ならばあり得ないこと

なのだから O その半面， 日本の女子ハンドボー

ル代表チームが北京オリンピックに向けての準

備のために，このラールテに数1m訪れていたこ

とから，我々にとって驚きは少なかったとも言

える O 当時はベルト・パウワー監督が，ラール

テのハンドポールスクールと，その施設につい

て詳しく知っていたため，この街に日本代表

チームが来ることは早々に決まっていた。

日本から来たメンバーの一人に，山田永子さ

んがしEた。彼女は筑波大学でコーチングをして

おり，これから指導者としてやっていきたいと

いう希望を持っている。永子さんは. 2009年

末から 2010年初にかけての二週間で行われた

前回大会に，ゲストとして参加していた。それ

は彼女の大学での研究であるインターナショナ

ルコーチングにとって重要な経験となったであ

ろう口昨年 2月に送った我々からの招待は，非

営に残念なことながら， 日本を大きな自然災害

が襲ったためキャンセルとなってしまってい

た。何人かの選手遼は，その親族が被害にあっ

たり，家屋等の物が破壊されてしまったりした

こともあったようだ。日本中で、海外への旅行が

減り，数多くのl窓際的なスポーツ大会を棄権せ

ざるを得ないような状況に焔ってしまったらし

い。その後， 8月になり再び我々のもとに「大

会へ参加させてもらえないか?Jという素晴ら

しい梗りが届いた。それを断る理由など， どこ

にもなかった。私たちは皆，遠く離れた土地で

も，このラールテのハンドボールスクールが気

に入られを良い印象を与えていることを非常に

りに思う!このチームは，今年で引退する

向けて， 6日間のオランダの旅，そのう

ち4日はラールテでハンドボーJレをし残りの

日はもちろんアムステルダムでクリスマスシー
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ズンを過ごすという素晴らしい患い出をあげら

れたのではないか。我々は彼女たちのチームが

ラールテで素晴らしい時期を過ごすこと，そし

てこれからもこの日本のハンドボールチームと

の良い関係が続くよう，お互いに連絡を取り合

うことを期待するばかりである 0，]

このイベントでは. 6歳の子供たちから成人

のチームまで各年代別に分けられたチームの試

合や練習だけでなく，指導者の講習会や審判講

習会が同時に開催されていた。会場は正式のハ

ンドボールコートがとれる体育館が2面とサブ

体育舘が l面で，そこで午前 9時 30分から 17

持 30分まで 1時間 30分毎に年代やチーム別の

プログラムが組まれ講習会や練習が行われた。

さらに. 17時45分から 22時までは公式戦が 3

試合開催された。夜間で有料の試合にも関わら

ず，毎回 200~ 300人の観客が声援を送ってく

れた。

筑波大学が参加したプログラムを以下に紹介

する D

27日ベルト・バウア一氏による紡御練習

ゴールキーパーコーチによるゴール

キ}パ}指導

オランダトップリーグに所属する

Kwickとの試合

28日 ベルト・バウアー氏による攻撃練習

オランダ代表女子U“18チームとの試合

ベルト・バウワ一氏との記念撮影



29日 ドイツ代表女子 U-18チームとの合間

練習

11. 12議チームの指導

オランダタレントチームとの試合

30 B ドイツ代表女子ひ18チームとの試合

オランダ代表女子 U-18チームとの試合

3. 練習や試合について

ここでは. 6議からトップレベルのチームま

で各年代加にチームが編成され，向じクラブで

して指導を受けられるという環境が整って

いることが一番印象的だった。このシステムの

中では， 日本のように一つのチームが体育館を

長い時間独占することはなく.一面

が 1時開 30分程度と限られている。ょっ多く

の入がハンドボールに殺しむことでハンドボー

ルの普及につながる.そして短時間集中で内容

合同練習

ハンドボール教室の様子

をすることは選手の育成にとっても

効果的であると思われるョこのような環境の

中で育った選手たち;え 15~ 16議でシュート

や l対 lの鑓人技翁・戦議ともに完成に近いこ

とを実惑した Q このなかか

て代表チームとしてトレーニングをつめぜその

チームも強いわけであるむ

今組は 30分ハーフ

果辻以下の通ちである。

Vsラールテ

Vsオランダユース

Vsオランダタレント

Vsドイツユース

Vsオランダユース

F 
d 

19 (13鴨 7

結

6-16) 23 

25 (13-15 12-10) 25 

22 (11-16 11-13) 29 

27 (11-12 1ら14)26 

35 (17-16 18ω17) 33 

ゲームスコアから見ると，オランダユースや

ドイツユースは国を代表するチームであり，そ

れらのチームと接戦できたことからも，筑法大

学チームは持ij設したと甘える。対ii設相手は年齢

こそ若いが，身長が 180センチを

く， シュートや 1対 1のf支持長力に緩れていた。

一方，筑波大学の選手は平均身長が 163.9セン

チと小柄であるが，フットワークを駆使した

チームデイフェンスから速攻につなげ，また，

セットプレーでは素早いパスワークやクロスの

プレーでシュートチャンスをイ乍り得点出来た。

試合に出る機会の少ない控えの選手にも経験を

積ませるために，スタートメンバーに入れたり，

ドイツ，オランダタレントチームとの記念撮影
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メンバーチェンジしたりして. 16入の選手全

員で戦えたことも良かった。

3 B自には山田コーチの指導のもと，選手は

グループ別に地元のクラブチームの 11~ 12歳

の子供たちの指導補助をした。はじめのお分

間は子供たちに折り紙で折り鶴の折り方を教

え，子供たちとも良いコミュニケーションがと

れた。指導内容は，グループ毎に動き作りでウ

オーミングアップをしたあと，パスキャッチや

シュート. 1対 lや 3対 2の攻防である O 子供

たちは， 日本から来た大学生に殺しみをこめて

接してくれた。

4. 学生の感想

参加した学生の感想文を紹介する。

「ドイツのように当りの強いデイフェンスに対

して. 1対 1を攻めることが出来なくて，簡単

にシュートをす丁ってしまい GKにとらnてし

まったj

「身長の高い相手に対して，デイフェンスの上

からロングシュートを打つのではなく，デイ

フェンスの 11¥]やブラインドにしてシュートする

のが有効だったj

fオランダでは人々とハンドボールの深い関わ

りというものを凄く感じたj

fドイツの選手のように強く 1対 1をかけられ

るようにするj

「オランダ遠征で海外のトレーニングや練習に

興味が湧いたので自分でも調べてみるJ

「海外の選手と戦って多くの刺激を受けた。大

きな選手に対するデイフェンスの仕方，大きい

GKに対するシュートの工夫等実際に体験でき

て良治、ったj

[普段対戦することのない 170~ 180cmの選手

を相手に，イIlJが通用して怖が通用しないかが分

かつて良かったJ

fサイドシュートでは， ヨーロッパの人は腕が

長いためいつも受けているサイドシュートより

も外からボールが来るので. f立霞を合わせきれ

なかったj

「ポストに入って身長差のある人に守られて，

ボールをもらうことが出来なかった。ブロック

の仕方やボールのもらい方を工夫しなくてはな

らないと思ったj

「身長が高くシュート力のある入には手首や

ボール，腕をもっと見て我慢してキーピング出

来るようにする o GKは素早い位置取りをして，

ボールを正面で受けることが大事であるJ

fデイフェンスのn寺利き腕に入ることで，アウ

トカットインを守ることが出来て，位置取りの

重要さが分かったJ

「言葉は通じなかったが，ハンドボールという

競技を通して他屈の人と分かりあえるという良

い経験が出来たj

「デイフェンスの時，大きな選手がスピードで

入ってくるロングシュートに対して，下がって

しまって上から打たれることが多かったJ

ここでは，主なコメントを列記したが，学生

は様々な気づきや発見，確認があったように思

われる。

5. まとめ

この遠征で， ヨーロッパと日本のハンドボー

ルの違いについて，これまで感じてきた点を再

確認出来たのは大変有意義であった。ハンド

ボールの技術や戦術面での違いだけではなく，

それぞれの国におけるスポーツを取り巻く環境

や指導システムの違いを認識することが出来

た。

今回多くの方々の協力を得て筑波大学女子

チームとしてオランダへ遠征することが出来

た。「否問は一見にしかずjと言うが，ハンドボー

ルの本場ヨーロッパで、参加者全員が貴重な経験

をすることが出来た。選抜チームではなく，気

心の知れたチームメイトとの海外遠征は，お互

いに気を遣いすぎることもなく練習や試合に集

中出来たという声が学生からあがった。それは

単独チームとしての遠征の優れた点である。
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オランダで大変お世話になったマネージャー

の註enny氏をはじめ，皆さんはボランテイア

として運営にあたっていると開き.頭が下がる

患いである。ベルト・バウア一氏から環チーム

の課題であったデイフェンスの完成に向けて大

きな示唆を得られたこと等，チーム力強化に向

けても有意義な遠征であった。

筑波大学チームの遠征を快く受け入れてくれ

たオランダハンドボールの関係者や.

同してくれて選手のサポートに回ってくれた大

学院生，卒業生のお陰で充実した日々を過ごせ

たことに感謝したい。
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